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みなと銀行が企業増加数で最多 

― 大手行の企業数・シェア減少続く ― 

 

長引く低金利環境で金融機関は本業の融資で稼げず、依然として経営環境は厳しい。また NTT

データは、地方銀行が使う基幹システムのクラウド化について 2028年からスタートさせることを

12月に発表しており、地銀再編が加速するのではないかとみられている。このようななか、10月

には愛知県の愛知銀行と中京銀行による持ち株会社「あいちフィナンシャルグループ（FG）」が発

足。11月には、ふくおか FGと福岡中央銀行が経営統合に向け基本合意に達し、グループ最大の経

営基盤となる福岡県下での勢力を拡大させた。 

コロナ禍において中小企業が疲弊するなか、経営再建や事業承継、SDGs対応、取引先の新規開

拓など、経営の様々な場面でいわゆる「伴走型支援」として地域金融機関に求められる役割がよ

り一層増している。金利以外の魅力度を高めた金融機関が様々な課題を持つ企業から幅広い支持

を得る形でメインバンクシェアに変化が訪れる可能性がある。 

 

 

 

調査結果（要旨） 

１．2022年の兵庫県内メインバンク社数トップは「三井住友銀行」となった。企業数は 9975社と

なり、調査開始以来 20年連続でトップ。しかし、社数は前年比 31社の減少で、シェアも 0.31

ポイント減の 19.30％となった。 

一方、2位の「みなと銀行」は 114社増加で、企業増加数でトップとなった。 

２．地区別では 10地区に分類した中で、阪神南、阪神北、中播磨、西播磨、淡路、丹波の 6地区

が前年同様、地元信用金庫がトップ。県内 11信用金庫と信用組合は、依然として地元企業と

の親密度を高く保っている。 

また東播磨では、昨年 2位だった「みなと銀行」が首位となった（前年首位は三井住友銀行）。 

 

特別企画:第 20 回兵庫県メインバンク調査 

■帝国データバンク神戸支店では、2022年11月末時点の企業概要データベース「COSMOS2」（約147万社

収録、特殊法人・個人事業主含む）をもとに、兵庫県内に本店を置く企業が「メインバンク」と認識する金融

機関について抽出し、集計・分析した。また、一企業に複数のメインがあるケースでは、各企業が最上位と

認識している金融機関をメインバンクとして集計した。同調査は2021年12月に続き20回目。 

なお、今回の対象企業数は前年より652社増加の5万1677社。 

■本調査は帝国データバンクが独自に調査・保有する企業概要データベース「COSMOS2」に収録された企

業データであるため、各金融機関がメインとして認識する実数と異なる場合がある。 
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メインバンク社数　上位58行

シェア シェア

シェア シェア 増減 シェア シェア 増減

1 (1) 三井住友 10,006 19.61% 9,975 19.30% ▲ 31 ▲ 0.31 30 (29) 山陰合同 145 0.28% 148 0.29% 3 0.01

2 (2) みなと 6,239 12.23% 6,353 12.29% 114 0.06 31 (31) 京都 122 0.24% 142 0.27% 20 0.03

3 (3) 尼崎信金 4,354 8.53% 4,370 8.46% 16 ▲ 0.07 32 (32) 四国 107 0.21% 105 0.20% ▲ 2 ▲ 0.01

4 (5) 姫路信金 2,760 5.41% 2,798 5.41% 38 0.00 33 (33) 伊予 80 0.16% 82 0.16% 2 0.00

5 (4) 三菱UFJ 2,792 5.47% 2,778 5.38% ▲ 14 ▲ 0.09 34 (35) トマト 75 0.15% 79 0.15% 4 0.00

6 (6) 但馬 1,959 3.84% 1,990 3.85% 31 0.01 35 (34) 兵庫ひまわり信組 77 0.15% 72 0.14% ▲ 5 ▲ 0.01

7 (7) 播州信金 1,922 3.77% 1,949 3.77% 27 0.00 36 (36) 近畿産業信組 58 0.11% 61 0.12% 3 0.01

8 (8) 兵庫信金 1,745 3.42% 1,760 3.41% 15 ▲ 0.01 37 (38) 大阪シティ信金 40 0.08% 49 0.09% 9 0.01

9 (10) 但陽信金 1,656 3.25% 1,704 3.30% 48 0.05 38 (40) 大阪協栄信組 37 0.07% 39 0.08% 2 0.01

10 (9) 日新信金 1,679 3.29% 1,703 3.30% 24 0.01 (37) 広島 41 0.08% 39 0.08% ▲ 2 ▲ 0.00

11 (11) 西兵庫信金 1,353 2.65% 1,380 2.67% 27 0.02 40 (39) 大阪信金 38 0.07% 35 0.07% ▲ 3 ▲ 0.00

12 (12) りそな 1,300 2.55% 1,283 2.48% ▲ 17 ▲ 0.07 41 (41) 鳥取信金 35 0.07% 33 0.06% ▲ 2 ▲ 0.01

13 (13) 神戸信金 1,212 2.38% 1,241 2.40% 29 0.02 42 (42) 漁協 32 0.06% 32 0.06% 0 ▲ 0.00

14 (14) 中兵庫信金 1,191 2.33% 1,195 2.31% 4 ▲ 0.02 43 (44) 楽天 25 0.05% 31 0.06% 6 0.01

15 (15) 兵庫県信組 1,069 2.10% 1,068 2.07% ▲ 1 ▲ 0.03 44 (45) PayPay 23 0.05% 27 0.05% 4 0.00

16 (16) みずほ 1,046 2.05% 1,032 2.00% ▲ 14 ▲ 0.05 45 (43) 三井住友信託 26 0.05% 25 0.05% ▲ 1 ▲ 0.00

17 (17) 淡路信金 1,019 2.00% 1,012 1.96% ▲ 7 ▲ 0.04 46 (46) 山口 21 0.04% 20 0.04% ▲ 1 ▲ 0.00

18 (18) 池田泉州 898 1.76% 901 1.74% 3 ▲ 0.02 47 (51) 住信SBIネット 12 0.02% 18 0.03% 6 0.01

19 (19) 但馬信金 664 1.30% 678 1.31% 14 0.01 (47) 北陸 18 0.04% 18 0.03% 0 ▲ 0.01

20 (20) 農協 605 1.19% 607 1.17% 2 ▲ 0.02 49 (49) 労働金庫 16 0.03% 17 0.03% 1 0.00

21 (21) 淡陽信組 451 0.88% 456 0.88% 5 ▲ 0.00 (47) 日本政策金融公庫 18 0.04% 17 0.03% ▲ 1 ▲ 0.01

22 (22) 関西みらい 442 0.87% 441 0.85% ▲ 1 ▲ 0.02 51 (50) 兵庫県医療信組 13 0.03% 13 0.03% 0 ▲ 0.00

23 (23) 商工中金 315 0.62% 304 0.59% ▲ 11 ▲ 0.03 52 (53) みずほ信託 10 0.02% 10 0.02% 0 ▲ 0.00

24 (24) 百十四 226 0.44% 227 0.44% 1 ▲ 0.00 53 (54) 信金中央金庫 8 0.02% 9 0.02% 1 0.00

25 (25) 阿波 182 0.36% 192 0.37% 10 0.01 (52) 南都 11 0.02% 9 0.02% ▲ 2 ▲ 0.00

26 (26) 中国 176 0.34% 178 0.34% 2 ▲ 0.00 55 (57) 滋賀 7 0.01% 8 0.02% 1 0.01

27 (27) 北おおさか信金 169 0.33% 165 0.32% ▲ 4 ▲ 0.01 (57) 大阪商工信金 7 0.01% 8 0.02% 1 0.01

28 (28) 徳島大正 147 0.29% 150 0.29% 3 0.00 (54) 三菱UFJ信託 8 0.02% 8 0.02% 0 ▲ 0.00

29 (30) ゆうちょ 140 0.27% 149 0.29% 9 0.02 (54) 大阪厚生信金 8 0.02% 8 0.02% 0 ▲ 0.00

※（　　）内は前年順位　※矢印と網掛けは、それぞれの順位の変動を表す

社数
増減

2021年
社数

2022年
社数

順位 金融機関名
2021年

社数
2022年

社数
社数
増減

順位 金融機関名

１． 兵庫県内ランキング  ― トップ３に変化なしも、みなと銀行が大幅に社数増 

 2022 年の兵庫県内に本店を置く企業のメインバンクは、企業数 9975 社の三井住友銀行が調査

開始以来 20年連続トップとなった。ただし、前年比では 31社減少し、シェアも 0.31ポイント減

の 19.30％となった。2位は、みなと銀行の 6353社（114社増、シェア 12.29％・0.06ポイント増）。

3位は、尼崎信用金庫の 4370社（16社増、シェア 8.46％・0.07ポイント減）。以下、4位姫路信

用金庫（前年 5位、2798社、シェア 5.41％）、5位三菱 UFJ銀行（前年 4位、2778社、シェア 5.38％）

と続く。 

 社数伸び率トップはみなと銀行（114 社増）。次いで伸ばしたのは但陽信用金庫（48 社増）、姫

路信用金庫（38社増）、但馬銀行（31社増）。 
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2021年 2022年 社数 シェア 2021年 2022年 社数 シェア

社数 社数 シェア 増減 増減 社数 社数 シェア 増減 増減
1 (1) 三井住友 4,538 4,546 26.53% 8 ▲ 0.48 1 (1) 尼崎信金 2,894 2,907 34.31% 13 0.08
2 (2) みなと 2,848 2,900 16.92% 52 ▲ 0.03 2 (2) 三井住友 1,882 1,868 22.05% ▲ 14 ▲ 0.21
3 (4) 神戸信金 1,085 1,113 6.50% 28 0.04 3 (3) 三菱UFJ 936 920 10.86% ▲ 16 ▲ 0.21
4 (3) 三菱UFJ 1,104 1,097 6.40% ▲ 7 ▲ 0.17 4 (4) りそな 395 406 4.79% 11 0.12
5 (5) 日新信金 946 968 5.65% 22 0.02 5 (5) みなと 364 373 4.40% 9 0.10
6 (6) みずほ 643 627 3.66% ▲ 16 ▲ 0.17 6 (7) 池田泉州 214 216 2.55% 2 0.02
7 (7) りそな 529 519 3.03% ▲ 10 ▲ 0.12 7 (6) 関西みらい 208 203 2.40% ▲ 5 ▲ 0.06
8 (8) 兵庫信金 495 499 2.91% 4 ▲ 0.03 8 (8) みずほ 175 174 2.05% ▲ 1 ▲ 0.02
9 (10) 姫路信金 423 429 2.50% 6 ▲ 0.01 9 (9) 北おおさか信金 120 113 1.33% ▲ 7 ▲ 0.09

10 (9) 但馬 421 412 2.40% ▲ 9 ▲ 0.10 10 (11) 播州信金 88 99 1.17% 11 0.13

※(　　)内は前年順位 ※(　　)内は前年順位

2021年 2022年 社数 シェア 2021年 2022年 社数 シェア

社数 社数 シェア 増減 増減 社数 社数 シェア 増減 増減
1 (1) 尼崎信金 1,060 1,077 25.28% 17 0.17 1 (2) みなと 818 854 17.46% 36 0.47
2 (2) 三井住友 810 803 18.85% ▲ 7 ▲ 0.34 2 (1) 三井住友 838 834 17.05% ▲ 4 ▲ 0.35
3 (3) 池田泉州 582 584 13.71% 2 ▲ 0.08 3 (3) 但陽信金 750 758 15.50% 8 ▲ 0.08
4 (4) 三菱UFJ 384 391 9.18% 7 0.08 4 (4) 日新信金 463 470 9.61% 7 ▲ 0.01
5 (6) みなと 202 201 4.72% ▲ 1 ▲ 0.07 5 (5) 姫路信金 416 421 8.61% 5 ▲ 0.03
6 (5) りそな 211 198 4.65% ▲ 13 ▲ 0.35 6 (6) 播州信金 318 318 6.50% 0 ▲ 0.10
7 (7) 中兵庫信金 122 122 2.86% 0 ▲ 0.03 7 (7) 但馬 176 180 3.68% 4 0.02
8 (8) 但馬 108 115 2.70% 7 0.14 8 (9) 西兵庫信金 149 153 3.13% 4 0.03
9 (9) 関西みらい 87 91 2.14% 4 0.08 9 (8) 三菱UFJ 150 148 3.03% ▲ 2 ▲ 0.09

10 (10) みずほ 70 68 1.60% ▲ 2 ▲ 0.06 10 (10) 兵庫信金 122 125 2.56% 3 0.02

※(　　)内は前年順位 ※(　　)内は前年順位

2021年 2022年 社数 シェア 2021年 2022年 社数 シェア

社数 社数 シェア 増減 増減 社数 社数 シェア 増減 増減
1 (1) みなと 747 759 24.15% 12 0.26 1 (1) 姫路信金 1,552 1,579 24.39% 27 ▲ 0.11
2 (2) 三井住友 620 613 19.50% ▲ 7 ▲ 0.32 2 (3) 但陽信金 802 834 12.88% 32 0.22
3 (3) 兵庫県信組 449 451 14.35% 2 ▲ 0.01 3 (2) 播州信金 808 820 12.66% 12 ▲ 0.09
4 (4) 中兵庫信金 280 286 9.10% 6 0.15 4 (4) 三井住友 766 765 11.81% ▲ 1 ▲ 0.27
5 (5) 日新信金 230 228 7.25% ▲ 2 ▲ 0.10 5 (5) 兵庫信金 648 663 10.24% 15 0.01
6 (6) 農協 165 167 5.31% 2 0.04 6 (6) 西兵庫信金 562 575 8.88% 13 0.01
7 (7) 但馬 128 128 4.07% 0 ▲ 0.02 7 (7) みなと 358 369 5.70% 11 0.05
8 (9) 播州信金 113 114 3.63% 1 0.01 8 (8) 三菱UFJ 144 142 2.19% ▲ 2 ▲ 0.08
9 (8) 姫路信金 110 110 3.50% 0 ▲ 0.02 9 (9) 但馬 107 113 1.75% 6 0.06

10 (10) 但陽信金 42 46 1.46% 4 0.12 10 (10) みずほ 87 88 1.36% 1 ▲ 0.01

※(　　)内は前年順位 ※(　　)内は前年順位

北播磨　3,143社

金融機関名順位

東播磨　4,968社阪神北　4,261社

順位 金融機関名

順位

金融機関名

金融機関名

中播磨　6,475社

順位

阪神南　8,472社

順位 金融機関名

神戸市　17,136社

金融機関名

順位

２．地区別分析 

地区別に企業がメインバンクとして認識している金融機関をみると、「神戸市」で三井住友銀行

がシェアトップとなったが、「東播磨」では、地元第二地方銀行のみなと銀行が三井住友銀行から

首位を奪取。「北播磨」でもトップを維持し、2地域で首位となった。「但馬」では本部を置く地元

地方銀行の但馬銀行が引き続きトップ。その他については「阪神南」「阪神北」が尼崎信用金庫、

「中播磨」が姫路信用金庫、「西播磨」が西兵庫信用金庫、「淡路」が淡路信用金庫、「丹波」が中

兵庫信用金庫と、それぞれ地元に本店を置く信用金庫がシェアトップとなっている。 

 

 

【神戸市】神戸市 【阪神南】尼崎市、西宮市、芦屋市 【阪神北】伊丹市、宝塚市、川西市、三

田市、川辺郡 【東播磨】明石市、加古川市、高砂市、加古郡 【北播磨】三木市、小野市、加西

市、西脇市、加東市、多可郡 【中播磨】姫路市、神崎郡 【西播磨】たつの市、相生市、赤穂市、

宍粟市、揖保郡、赤穂郡、佐用郡 【淡路】洲本市、淡路市、南あわじ市 【丹波】丹波篠山市、

丹波市 【但馬】豊岡市、養父市、朝来市、美方郡 
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2021年 2022年 社数 シェア 2021年 2022年 社数 シェア

社数 社数 シェア 増減 増減 社数 社数 シェア 増減 増減
1 (1) 西兵庫信金 632 640 24.47% 8 0.22 1 (1) 淡路信金 635 635 37.57% 0 0.02
2 (2) みなと 429 426 16.29% ▲ 3 ▲ 0.17 2 (2) 淡陽信組 352 354 20.95% 2 0.13
3 (3) 兵庫信金 418 412 15.76% ▲ 6 ▲ 0.28 3 (3) みなと 334 335 19.82% 1 0.07
4 (4) 姫路信金 255 256 9.79% 1 0.00 4 (4) 三井住友 199 195 11.54% ▲ 4 ▲ 0.23
5 (5) 三井住友 220 223 8.53% 3 0.09 5 (5) 徳島大正 69 71 4.20% 2 0.12
6 (6) 播州信金 205 208 7.95% 3 0.09 6 (6) 農協 21 20 1.18% ▲ 1 ▲ 0.06
7 (7) 農協 102 99 3.79% ▲ 3 ▲ 0.13 7 (7) 関西みらい 11 10 0.59% ▲ 1 ▲ 0.06
8 (8) 兵庫県信組 85 83 3.17% ▲ 2 ▲ 0.09 8 (8) 三菱UFJ 5 8 0.47% 3 0.18
9 (9) 中国 55 58 2.22% 3 0.11 9 (8) 阿波 5 5 0.30% 0 0.00

10 (9) 淡陽信組 55 56 2.14% 1 0.03 (8) ゆうちょ 5 5 0.30% 0 0.00

※(　　)内は前年順位 ※(　　)内は前年順位

2021年 2022年 社数 シェア 2021年 2022年 社数 シェア

社数 社数 シェア 増減 増減 社数 社数 シェア 増減 増減
1 (1) 中兵庫信金 669 665 60.68% ▲ 4 ▲ 0.14 1 (1) 但馬 890 912 50.75% 22 0.56
2 (2) みなと 103 104 9.49% 1 0.13 2 (2) 但馬信金 622 635 35.34% 13 0.26
3 (3) 三井住友 102 98 8.94% ▲ 4 ▲ 0.33 3 (4) 但陽信金 36 38 2.11% 2 0.08
4 (4) 兵庫県信組 51 53 4.84% 2 0.20 4 (4) 農協 36 34 1.89% ▲ 2 ▲ 0.14
5 (5) 農協 50 50 4.56% 0 0.02 (3) 兵庫県信組 37 34 1.89% ▲ 3 ▲ 0.19
6 (6) 但馬 38 38 3.47% 0 0.01 6 (7) 鳥取信金 35 33 1.84% ▲ 2 ▲ 0.14
7 (8) 三菱UFJ 10 10 0.91% 0 0.00 7 (4) みなと 36 32 1.78% ▲ 4 ▲ 0.25
8 (7) りそな 11 9 0.82% ▲ 2 ▲ 0.18 8 (8) 三井住友 31 30 1.67% ▲ 1 ▲ 0.08
9 (10) 商工中金 6 7 0.64% 1 0.09 9 (9) 漁協 24 23 1.28% ▲ 1 ▲ 0.07

10 (11) 京都 5 5 0.46% 0 0.00 10 (10) 山陰合同 19 20 1.11% 1 0.04

(9) 尼崎信金 7 5 0.46% ▲ 2 ▲ 0.18 ※(　　)内は前年順位

※(　　)内は前年順位

金融機関名

但馬　1,821社

順位 金融機関名

金融機関名 順位 金融機関名

丹波　1,096社

順位

順位

淡路　1,690社西播磨　2,615社

３．まとめ 

今年で 20 回目となる兵庫県メインバンク調査では、三井住友銀行がトップを守ったが、社数、

シェアともにダウンした一方、2位のみなと銀行は社数の増加数で唯一の 100社超えとなり、その

躍進が顕著だった。また引き続きメガバンクを含む大手行はいずれも社数、シェアともに低下傾

向が続いている。兵庫県は“ひょうご五国（摂津・播磨・但馬・丹波・淡路）”と称されるように、

各地に独自の確立された地域経済圏が存在していることから、それぞれの地域において地元信用

金庫のシェアの高さや順位の上昇が際立っている。 

コロナ禍において、2022 年度から兵庫県では、伴走支援を行う金融機関に対して県が一部経費

を支援する「中小企業経営改善・成長力強化支援事業」を実施している。その対象数はゼロゼロ

融資を受けた事業者約 44,000 者のうち支援が必要な約 12,000 者にもなり、金融機関による積極

的な関与が求められる状況となった。「ポストコロナ」に向けた動きが加速するなか、金融機関に

求められる役割は、資金支援から「プッシュ型」の総合的な経営支援へと移行しており、今後よ

り一層メインバンクとしての役割、舵取りが期待されるところとなろう。 

 

 

 

 

 

【内容に関する問い合わせ先】  

（株）帝国データバンク 神戸支店 担当:小澤 

TEL 078-331-7024  FAX 078-393-2734 
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